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・教師が指導の重点事項を理解し、授業改善に向けて活用する。
・校内授業研究会等での授業参観の視点とする。
・管理職等が日々の授業を見る際の視点とする。 等

各教科等の授業づくりの
際にご参照ください。

「自分の考えを持ち、工夫して表現する子どもの育成」に向けた
各教科等の指導のポイント
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急激に変化する時代の中で、学校教育には、多様な
人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊か
な人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となること
ができるよう、その資質・能力を育成することが求められ
ています。
しかし、近年の全国学力・学習状況調査の児童生徒

質問紙調査結果を見ると、「自分の考えを発表する機会
では、考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立
てなどを工夫して発表した」ことに対する本県の児童生
徒の肯定的回答の割合は低下傾向にあります。
 「自分の考えを持ち、工夫して表現する子どもの育成」
に向けて取り組むことは、「思考力、判断力、表現力等」
の育成や「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授
業改善、ひいては、鳥取県教育振興基本計画の基本理
念「自立して心豊かに、幸せな未来を創造する ふるさと
とっとりの人づくり」 にもつながるものと考えます。 

とっとり学びの部屋

とっとり「学びの部屋」からご覧いただけます。
Googleアカウント（@g.torikyo.ed.jp）で
ログインしてご覧ください。

鳥取県の現状と重点目標作成の意図

「自分の考えを持ち、
工夫して表現する子どもの育成」を目指して

内容

【（例）理科】
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